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⾼齢者のふれあい交流⽀援  
ぶらりよってこ

 
カフェ

 
プロジェクト

⾼齢者①グループ
リーダー：保坂昌孝
綾⼾麗⼦・江上憲⼀・芹⽥隆⼦・辻摩⼣実
松⽥眞由美・野⽥国広・河原菊⼦



現状・問題点①

地域の⾝近な所で交流する場がない

⾃宅から
遠いサロンは

⾏きたくない・・・

気軽にふらっと
⽴ち寄れる
場所があれば
⾏くけど



現状・問題点②

⽀援するボランティアや担い⼿が少ない
⽀援する側の負担が⼤きい

1⼈何役も
こなしているのが

現状！

若い担い⼿が
いない！

⾼齢者が⾼齢者を
 ⽀援している

成り⼿がいない。
もう何年も

なんとか頑張っている



現状・問題点③
呼びかけても交流に参加されない⽅や
参加したくてもできない⽅がいる

1⼈で気楽に
過ごしたいから

サロンには⾏かないわ

⾏きたいけど・・
⾜が不⾃由で

お迎えがあればなぁ



⽬指す姿

⾼齢者が⾝近な場所で
ふれあい交流することで、

住み慣れた地域において
安⼼・安全に暮らすことができる。



＜提案する取り組み＞
 ⾼齢者の交流の場の設置



ぶらり  よってこ  カフェ  とは？

⾃宅から歩いて⾏ける
⾼齢者が気軽に集える場所



ぶらり
 

よってこ
 

カフェ
 

プロジェクト
 ３つの取り組み

⽀え合いの
地域づくり

気軽に集まれる
場所づくり

⾼齢者を⽀える
⼈財を育む



取り組み①

市⺠・校区コミュニティ組織・⺠⽣委員・⾃治会
関係団体・⾏政が協働し、地域で互いに⽀え合い、
地域特性に応じた交流の場作りを
⽀える体制の構築を⽬指します！

⽀え合いの地域づくり

市民 自治会

校区
コミニティ

関係団体民生委員

行政

協働



１、ふれあい交流コーディネーターの設置
交流の場の設置に向け、⽴ち上げや運営などのサポートを実施

⽀え合いの地域づくり

地域特性に応じた交流の場の設置

地域住⺠（校区コミニティ組織）

コーディネーターが⽴ち上げを⽀援
メンバー構成

（市⺠、校区コミュニティ組織、⺠⽣委員、関係団体、⾏政など）



２、モデル校区の設置
プロジェクトに賛同していただけるモデル校区を選出。

⽀え合いの地域づくり

プロジェクトの説明実施後、モデル校区を募集

趣旨に賛同した校区が応募

モデル校区の選出
（⾼齢化率の⾼い校区、住⺠間交流が希薄化している校区など）

コーディネーターの⽀援を受け、交流の場の設置



取り組み②

⾝近な地域の中に、誰もが気軽に参加できる場を作り、
⾼齢者だけでなく世代間交流も含めた、
地域のつながりや絆が育まれる場づくりを
⽬指します！

気軽に集まれる場所づくり

各⾃治区
１箇所



気軽に集まれる場所づくり

１、地域資源の発掘及び利用促進

地域にある空き家や自治公民館、介護施設や企業施設、空き店舗等

ぶらりと立ち寄れる交流の場として活用できる資源を発掘し

その利活用を図ります。

利活⽤を図り、地域を活性化！



気軽に集まれる場所づくり

２、ふれあいマップの作成
多くの⼈が交流の場（ぶらりよってこカフェ）を
利⽤できる様に、
⾝近な地域にあるふれあい交流の場を掲載した
地図を作成します。

利活用を図り、地域を活性化



取り組み③

ボランティア活動に従事する者の

負担感の軽減や活動意欲の促進につなげます。

高齢者を支える人財を育む

負担感の軽減
活動意欲の促進

http://www.google.co.jp/url?url=http://ginowanshakyo.or.jp/modules/pico/index.php%3Fcontent_id%3D3&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=VJ_xU7KaA5bk8AXF0IDIAw&ved=0CCIQ9QEwBjg8&usg=AFQjCNH-rQaWnWPVSnxnaVnCeNvscD7HDw


⾼齢者を⽀える⼈財を育む

１、よかよか介護ボランティア制度の⾒直し
登録された介護施設等でボランティア活動を⾏うと
ポイントが貯まる制度の対象を拡⼤。

現制度

65歳以上 18歳以上

介護保険施設等 地域のふれあい交流での
活動も対象へ

改善案
対
象
年
齢

活
動
場
所



⾼齢者を⽀える⼈財を育む

２、ボランティアに関する講座の⾒直し、検討

既存のボランティア養成講座の内容を⾒直し、
より現実的な活動に繋がるようなプログラムの採⽤や、
ボランティア体験講座の実施

フォロー講座の開催により、具体的な活動に繋がる仕組みづくり。

ボランティア体験 フォロー講座の開催

活動につながるプログラム

http://www.google.co.jp/url?url=http://ginowanshakyo.or.jp/modules/pico/index.php%3Fcontent_id%3D3&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=VJ_xU7KaA5bk8AXF0IDIAw&ved=0CCIQ9QEwBjg8&usg=AFQjCNH-rQaWnWPVSnxnaVnCeNvscD7HDw


⾼齢者を⽀える⼈財を育む

３、多様な⼈財を活⽤できる体制の構築

より多くの世代や⼈財が、⾼齢者のふれあい交流⽀援に
主体的に⾃由に参加できるしくみ作り。
地域住⺠間のふれあいやつながりを深め、地域の活⼒向上につなげる

地
域
の
絆

地域の
活⼒向上



市⺠・関係団体・⾏政  役割分担



活⽤できる
資源を発掘

市⺠の役割
ボランティア
活動へ参加

受益者負担
1回500円以内

住⺠の声を
伝える

参加の
声かけ

補助⾦の
活⽤

http://www.google.co.jp/url?url=http://care-net.biz/29/myhome/b72.php&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=SjgyVKGLK4SG8QWM6oKYCg&ved=0CBwQ9QEwAziMAQ&usg=AFQjCNGCeO8sqmeMcfh1gFIGEeA9d7OKfw


地域の声
集約

関係団体等の役割

課題検討
組織⽴ち上げ

⼈財育成ノウハウ
資料作成

施設や⼈財
提供

ふれあいマップ
作成

サロンでの
声かけ



よかよか介護
ボランティア
制度拡充⾏政

コーディネーター
養成

空き家利⽤
助成や⽀援

地域組織へ
説明会

連絡協議会
設置

http://www.google.co.jp/url?url=http://ginowanshakyo.or.jp/modules/pico/index.php%3Fcontent_id%3D3&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=VJ_xU7KaA5bk8AXF0IDIAw&ved=0CCIQ9QEwBjg8&usg=AFQjCNH-rQaWnWPVSnxnaVnCeNvscD7HDw


「ぶらり
 

よってこ
 

カフェ」は

誰でも気軽に参加できる
交流の場

⼈々のつながりや絆を深め
互いをおもいやり・⽀え合う

安⼼・安全な地域づくりです



ご清聴ありがとうございました



協働ワーキング提案の概要

堀口

 
敏憲、

 
古賀信夫、坂田拓真、最所

 
崇

 
、

江頭敏夫、松本ゑみ子、一ノ瀬イツミ、菊池晋兵

高齢者第２グループ



ワーキングテーマ：
高齢者の日常生活を地域で支える仕組みづくり

提案する取り組みは２事業

１、高齢者（60歳以上の単身生活者）と校区コミュニティ
組織・自治会・民生委員等との交流イベントの実施

２、久留米市高齢者おたすけインターンシップ制度



提案事業 高齢者（60歳以上の単身生活者）と校区コミュニティ組織・自

 治会・民生委員等との交流イベントの実施

現状・

問題点

・

 
高齢者のいる世帯は増加傾向にあり、その中でも一人暮ら

し高齢者世帯は、そのうちの約４分の１の割合で近年は推移

している。

・

 
一人暮らしの高齢者の中には、自分の住んでいる地域で過

ごす時間が多いものの、地域の方々と知り合う機会が少な

いため、人生で培った知識・経験などを発揮がなく、また、

地域の中で支え合う場が少ないと感じている方々も多い。

・

 
行政・社会福祉協議会・地域包括支援センター・保健所・

警察・消防・民生委員・校区コミュニティ組織・自治会・市

民公益活動団体・事業所等が活動し、高齢者の生活を支える

ために尽力している。しかし、これらの活動が対象者の参画

意識及び情報量の不足から十分な成果が得られず、上記の課

題解消につながっていない面もある。

目指す

姿・状況

一人暮らしの高齢者が地域の活動に参加し、仲間とともに

地域を支え合って日常生活をしている。



①高齢者（60歳以上の単身生活者）とコミュニティ組織・

自治会・民生委員等との交流イベントの実施。

コミュ二ティ
等の役員

高齢者(60歳
以上単身生活)

イベント

近隣高齢者状況の把握
高齢者間の交流
各種情報の提供

高齢者(60歳
以上単身生活)

高齢者(60歳
以上単身生活)

高齢者(60歳
以上単身生活)

高齢者(60歳
以上単身生活)

高齢者(60歳
以上単身生活)

高齢者(60歳
以上単身生活)

高齢者(60歳
以上単身生活)

参加したーい
呼びかけ方法

 を工夫しよう

コンテスト（あなたに会えてよかった）



市民(６０歳以上の単身生活者) (啓発）

・主催者への協力（積極的に参加をして行政への協力）

・主催者との交流により、生活に必要な情報（健康づくり、生活支援団体、

相談先、安全、医療・介護等）を積極的に収集する。

・主催者及び参加者と積極的に交流を図り、イベント後における自主的な地

域活動や交流につなげる。

関係団体等

1

 
校区コミュニティ組織等

・交流イベントの企画・運営を行う。

・交流イベントの意義について参加者が十分に理解するための事前説明会

の実施。

・地域で活動する地域コミュニティ等の役員、自治会役員・民生委員、

ふれあいの会・老人クラブ、関係諸団体の関係者等の参加と協力を呼び

かける。

・地域内広報にあたっては、個別パンフの配布、個別訪問の繰り返し等に

より、通常以上の広報を行う。

・きっかけづくりコンテスト（あなたに出会えてよかった）への参加。

2

 
久留米市校区まちづくり連絡協議会

・きっかけづくりコンテスト（あなたに出会えてよかった）の開催

役

 
割

 
分

 
担



役

 
割

 
分

 
担

行政

・財政的支援を行う

・交流イベント支援の対象は校区コミュにティとし、対象者

の人員数により、イベント実施は各自治会単位も支援可能

とする。

・交流イベント支援の開示にあたっては、趣旨説明を十分行

う。

・交流イベント広報支援。



提案事業 久留米市高齢者活動支援インターンシップ制度

現状・

問題点

加齢に伴う体力の低下等の要因のほか、高齢者の

単身世帯や夫婦世帯及び高齢者のみの世帯の増加、

近所づきあいの希薄化などにより、「食事の準備」

や「掃除」などの日常生活上必要な作業が困難な場

合に、頼ることのできる相手がいない等のケースが

増えている。

目指す

姿・状況

・高齢者が住み慣れた地域でいつまでも安心して

生活できる。

・学生を担い手とした高齢者の日常生活支援の実施

・世代間交流による相互理解を深め、多様な世代に

とって住みやすい地域づくりの実現

・学生の地域活動への参加促進による地域の活性化



②久留米市高齢者おたすけインターンシップ制度

地域の
コミュニティ等

マッチング

学校・専門学校 行 政協定

ア
ド
バ
イ
ス

費
用
補
助

研修
単位

日
常
生
活
支
援

 

世
代
間
交
流

 

人
材
育
成

 

イ
ベ
ン
ト

 

発
表
会

継続支援

高齢者活動
支援団体

（市民活動サポートセンター

 

）

学生

登録

市民登録



役

 
割

 
分

 
担

関係機関①（校区・自治会・民生委員）

・支援を必要とする高齢者の選定

・受け入れ時の見守り・助言

・学生と職務遂行（民生委員）

・受け入れ後の見守り等の地域活動の見直し・実施

関係機関②（教育機関（大学））

・講座内容の検討→講座開講→成果発表会開催→単位の授与

・行政との協定締結

・受け入れ時の見守り・助言

行政

・制度設計（関係機関①との調整含む）

・教育機関との協定締結

・地域への説明、高齢者と学生のマッチング

・地域の受け入れに関する支援

・受け入れ時の見守り・助言

・ハピエンの運営

市民（学生以外）

・ハピエン（高齢者活動支援団体）への登録

・高齢者支援活動



１．背景・目的

高齢者は、身体的な理由や地域との交流の希薄化等により、健康で充実した生活を

 送れない状況や地域活動に支障をきたす状況に置かれるなど、日常生活の様々な場

 面において支援が必要となることがある。こうした中で、現在でも多様な手段によ

 り、そのような高齢者を支援している個人や団体はいるものの、十分な支援につな

 がらないケースも多く見られる。

そこで、これから社会の中で中心的に活動する若者（今回は大学生、短大生、専門

 学校生、高専生、高校生を想定）を新たな支援の担い手として位置づけ、彼らが実

 際に地域に入り、高齢者と共に生活して生の生活支援活動を行うことで、上記課題

 を解決に寄与することを目的とする。

２．期待される効果

高齢者の日常生活支援を図るとともに、これから社会で活動する若者の貴重な

 経験として蓄積され、今後の市民活動の活性化・促進を図る。また、若者と高

 齢者をはじめとする地域との交流がなされることで、地域の活力を創出するこ

 とが期待される。

さらに、高齢者の日常生活において困難となりがちな事柄やその要因、それら

 に対する効果的な支援・解決策について教育機関において研究・検証し、デー

 タ・知識を蓄積し多方面へ教授していくことが期待される。



３．主体間の関係

高齢者

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ・

 
民生委員

行政教育機関

学生

受入先募集

課題抽出
対象者把握

受入高齢者の

 
選定等

協定

学生情報提供

講義
・単位

報告

生活支援

高齢者と学生の

 
マッチング

ｸﾙﾒ

 

ﾊｯﾋﾟｰ
ｴﾝｼﾞｪﾙｽﾞ登録

情報共有

情報提供
技術支援
悩み相談

運用支援

４．取り組みポイント

・学生が高齢者宅等にて日常生活の支援を実施

・学生と高齢者が地域活動に参加

・学校は学生に単位を付与

・学生の高齢者の日常生活支援をはじめとする市民活動の受け皿となる

組織の運用



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域 学校 

住民へ説明会実施 

受け入れる高齢者を決定 

実施体制・地域行事の検討 

受け入れ準備 

講座の開講・内容説明 

参加学生を決定 

生活支援のレクチャー 

地域に入る準備 

参加学生と受け入れ高齢者のマッチング 

定期的な活動記録の作成・提出 

地
域
・
学
校
・
行
政
の 

見
守
り
・
助
言

高齢者と学生が一緒に地域活動に参加 

地域 学校 

見守り活動への反映 

活動の振り返り 活動の振り返り 

学生の単位取得 

行政と学校が協定締結 

（講座内容、単位取得 等） 

参加する地域を選定 

（１～２地域） 

行政が制度設計 

（行政からの）説明会の開催 行政と学校が協議 

行政・市民団体・地域 

クルメ・ハッピー・エンジェルズ発足準備 

クルメ・ハッピー・エンジェルズ運用開始 

５．取り組みの流れ



６．取り組みの内容









７．スケジュール



８．各主体の役割

９．今後の展開

久留米市以外の学生も巻き込むことで、久留米市のＰＲや久留米市での定

 住促進にも繋がるような展開も期待したい。



提案する取り組みは２事業

１、高齢者（60歳以上の単身生活者）と校区コミュニティ
組織・自治会・民生委員等との交流イベントの実施

２、久留米市高齢者おたすけインターンシップ制度



終わり

市民・関係団体等・行政の健闘を期待いたします



乳幼児の  
子育てを支える

～切れ目ない子育て支援の
 

体制づくり～



現状・問題点


 
マタニティ期は行政からの支援は充実しているが、

 妊婦同志の交流が生まれるような場は少ない
 

（支
 援センターなどの子育て支援施設は子連れでないと
 行きにくい）



 
子育て支援情報が必要な人に届いていない。情報の

 一元化がされていない



 
保育園などの入園手続きに関する情報を知らない人

 が多い（希望する保育園に入れない、希望の入園時
 期に空きがない等）



 
社会環境の変化による多世代交流の減少、子育て知

 識の継承の困難化



 
発達障害を持つ親子へのサポート体制や、社会の理

 解が乏しい



２、妊娠中・子育て中の親子が

子育て支援情報を知り、

必要な支援を受けながら

安心して子育てができる

１、子育てに関わる人を増やし、
子育て支援に対する

意識の醸成を進める

達成を目指す姿・状況



１、子育てに関わる人を増やし、
 子育て支援に対する意識の醸成を進める

●子育て支援に関するボランティアを幅広く募り、保
 育園や子育て支援関係の施設、イベントなどでの活動

 を行う。

（ボランティアコーディネート機関の立ち上げ、

子育てボランティアコーディネーターの養成）

●企業や学校などに、所有バスを保育園児の送迎
 サービスなどに利用できるように協力を呼びかけ

 る。

『子育てお助けボランティア』の活用



子育てお助けボランティア組織

ボランティア活動をするために必要な研修を
活動希望者が受講しやすい日程で開催。
（夜間、土日なども検討）

「研修受講回数」＋「ボランティア活動

 
回数」で段階を作ってボランティアに参

 
加。
星の数で活動内容が広がる！
（活動の楽しさを広げるための☆制度）

ボランティア活動希望者の把握、ボランティア活動の受け皿となる場所や内容、時間帯の整理。
ボランティア研修の実施、ボランティアの登録、活動のコーディネートなど…

関係団体等でのボランティア活動の受け皿作り（幼稚園、保育園、子育て支援施設などでのサポート

 
活動）、企業を含めたPRも検討。

「有償ボランティア」
という認識の一般化

 
を！

ボランティア
コーディネー

 
ト機関（子育

 
てに関係する

 
団体）

１ツ星！

２ツ星！
３ツ星！

活動歴は活動カードで管理（ボランティアの内容や日時を記録）
報酬は活動に応じて、お茶などの物品や交通費など様々

子育てボランティア
コーディネーターへ！

組織の中でボランティア

 
を育成、活動を正しく評

 
価（良い所を高く！）し、

 
温かい目で見守れる存在

・支援が切れ目なく続く仕組み作り
（組織内での活動のつながりを）

・責任感を持って活動出来る人の育成
（広い視点で活動できる人の育成）



●久留米市で開催されているイベントなど「マタニ
 ティフェア」を同時開催し、出産予定日が同じ時期

 のプレママ同士での交流やグループトーク、先輩プ
 レママや保健師等による相談、幼稚園や保育園の情
 報コーナー、発達障害などに関する相談ブース、子
 育てグッズお試しコーナーなどを設定する。

●プレママが地域ごとに集まって交流できる拠点作り

子育て世代交流ネットワークの構築

２、妊娠中・子育て中の親子が子育て支援情報を知り、
 必要な支援を受けながら安心して子育てができる

●父子手帳（父親向け子育て支援冊子）の配布



子育て世代交流ネットワークの構築

マタニティフェア実施
（久留米市で開催されているイベントで同時開催）

プレママパパ同士でのグループトーク、先輩ママパパや保健

 
師等による相談、幼稚園保育園情報コーナー、発達障害等に

 
関する相談ブース、子育てグッズお試しコーナーなど…
（ボランティア団体主催で関係団体や企業と協力して開催）
長く続くような仕組みで、親子で楽しめるイベントを！

父子手帳（父親向け子育て支援冊子）配布

父親の子育ての出番が増えるような啓発、母子

 
手帳と一緒に配布し、子育てへの意識を高める
夫婦間での子育て情報の共有化の推進

プレママが地域ごとに集まって交流できる
拠点作り

保健所プレママ向け事業終了後にプレママパパ

 
同士の交流が深まるような場の提供
（マタニティカフェの開催）
地域、ボランティア、行政の協働で校区コミュ

 
ニティーセンターや公共施設などでの交流会を

 
開催

プレママパパを
子育て仲間とつなげ

 
ていく機会にしよう

子育てお助け
ボランティアの活用

パパ寄りの子育て視点で

 
の編集、パパの継続した

 
育児参加のきっかけとな

 
るように！

★マタニティカフェ、プレママ交流会
開催用マニュアルの検討
（見て分かりやすい形で、交流会

ルールの図式化）
★主任児童委員の充実

（校区配置人数の検討）

「話せて良かった」
「友だちが出来た」
「気持ちに余裕が持てた」
フリートークやアドバイス

 
でホッと一息つける場に



子どもの成長を地域で支える仕組みづくり

Member
速水

 
麻友子

佐藤

 
佐和香

田中

 
崇

権藤

 
敏博

尾花

 
清美

河野

 
昌枝



「放課後の居場所づくり」

2014.10.11



現状と問題点



現状と問題点

遊び場所がない！？

居場所がない！？



放課後の居場所

公園

学校

公民館



学校のグランドや体育館は？

地域、個人の積極的利用あり

・少年団などクラブ活動

・保護者会（PTA）活動



地域コミュニティセンターは？

・サークル活動、習い事

・地域の会議や集会

その他、自由な出入りはできない



近隣の公園や空き地は？

保護者の立場で考えても困難

・不審者の出没

・道路に面した公園



達成を目指す姿・状況

異学年で
集団で



提案する取り組み

学校内での
放課後活動！



・余裕教室

・体育館

・グラウンド

学校内とは、どこ？



・学校からの移動不要

⇒送迎不要

⇒運営側の手間が省ける

なぜ学校内なのか？



見守る人は？

活動支援者



行政の役割

・コーディネーターの養成

・「活動の見守り隊員」を募集

・学校長との交渉（施設開放）



関係団体の役割

・活動の専門家として助言

・安全管理や運営方法の助言



市民の役割

・ボランティアとして参加

・話し合いに参加する



まとめると・・・



子ども達の笑顔のため！



ご清聴
ありがとうございました



テーマ  
子育てに関わる人を増やす

チームChild
 平成２６年１０月１１日

くるめっ子サポーター事業くるめっ子サポーター事業



「くるめっ子サポーター事業」のイメージ

学 校

エリアリーダー

①依頼 ④コーディネート

②お願い③紹介

⑤支援 ⑤受入

くるめっ子バンク

子育て メディア 高齢者 人権

ボランティア団体、ＮＰＯ





エリアリーダー

①適任者
 主任児童員

 民生委員
コミニティーセンター事務職員等

②選定基準
大学との公開講座やボランティアを受講した希望者

③待遇
 市の非常勤嘱託職員として雇用契約を結ぶ



大学等の公開講座



ボランティア養成講座



くるめっ子バンク

• 学校を支援する活動を提供できる
 ボランティア団体やＮＰＯを公募し
 公開審査の上、各テーマごとの

 「くるめっ子バンク」に登録する。

• 「くるめっ子バンク」は各テーマごとに担当課
 を決める。



くるめっ子バンクイメージ

くるめっ子バンク

子育てバンク メディア問題

 バンク
高齢者バンク

子ども育成課長寿支援課 情報政策課

ボランティア団体

 ＮＰＯ
ボランティア団体

 ＮＰＯ
ボランティア団体

 ＮＰＯ

















リーダー

 
：川田 勝志

サブリーダー

 
：緒方

 
伸恵

メンバー

 
：隈

 
早苗・熊丸

 
智雄 ・眞子

 
佳子・松永

 
直子

魅力発信

 
①

市民参画による久留米市の魅力発信の仕組みづくり

【テーマ性を持たせて、久留米の魅力を発信する】



久留米の魅力久留米の魅力

筑後川

花(つつじ、つばき、バラ、菜の花)
自然

歴史

文化(石橋美術館、青木繁、坂本繁二郎)

久留米絣

高度医療

ゴム産業

B級グルメ(ラーメン、焼き鳥、うどん)

地酒

競輪・自転車

音楽の街(BS吹奏楽団、多くの合唱団)

などなど…



①
 

久留米は多くの魅力や宝があふれているが、生かしき
 れていない

②
 

久留米では多くのイベントや名所が互いに連携してPR
 しておらず、会場をつなぐ手段もない

問題点

「 自 転 車 」「 自 転 車 」

http://www.google.co.jp/url?url=http://www.kanpo-bijin.com/?p=5327&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=6dn7U7_2MZPf8AXf9YGgBA&ved=0CBoQ9QEwAg&usg=AFQjCNEtIgvVnjFVWztINNxhsJ52ToqKDA


かつては「三シャの街久留米」だった。

医者
 

・
 

芸者
 

・

問題点

③
 

久留米競輪やサイクルファミリーパークなど自転車
関連施設の認知度が低い。

三シャの１つである自転車は、久留米はゴム産業が盛
 んで、久留米競輪があることなどから、久留米を代表する
 ものであった。

しかし

自転車



手軽な交通手段（交通渋滞緩和）

エコロジー

ファッショナブル

スポーツ競技としての魅力（オリンピック競技）

子どもから高齢者まで楽しめるレジャー

自転車産業（自転車部品、衣料品など関連産業も）

低価格

健康づくり

ウォーキング、ランニングに次ぐ第3のブーム

サイクリングサイクリング



久留米の魅力 自転車の魅力

新しい久留米の魅力

×



提案分野

自転車活用による、久留米の魅力度UP
～自転車でつなぐ、広がる久留米の魅力～

達成を目指す姿・状況

「自転車の街・久留米」をPRするこ
 とで、久留米の知名度と好感度を高
 め、交流人口を増やし「日本一住み
 やすい街」を目指す



提案する取り組み(事業)

2つの事業を提案

①季節イベント型事業

「ツール・ド・久留米」の開催

②通年型事業
「春夏秋冬

 
くるめチャリ旅」の実施

〈参考〉2014年度イメージイラスト

 

K.タエコ作



１つ目の提案事業 ：

①季節イベント型事業
 

「ツール・ド・久留米」の開催

事業の目的

日程 １１月上旬の（土）、（日）
 

2日間

出発地及びイベント会場

久留米百年公園及びリサーチパーク展示場

・“自転車の街・久留米”を広くＰＲすることで、久留米の知名度

と好感度を高める。

・自転車メーカーや地元業者と連携し、自転車の魅力を伝える。

・他のイベントとコラボレーションし、自転車利用の促進、市内

の回遊性の向上を目指す。



事業内容

初級・中級・上級者向けの各コースの自転車レース。
初級・中級は競輪選手（元選手）も並走。

○初級コース

筑後川沿いコース

○中級コース

筑後川～草野街道コース

○上級コース

筑後川～耳納連山コース

「ツール・ド・久留米」



2014.9.14「産経ニュース」デジタル版よ

 
り



「サイクルフェスタ」
 

（同時開催イベント）

②自転車展示会＆試乗会＆自転車オークション

自転車メーカー及び市内自転車店による最新型自転車や、人気の高い自転車
等の展示会。
試乗会やオークションも実施。

③競輪選手等トークショー

オリンピック選手、有名競輪選手などによるトークショー。

④自転車ファッションショー

自転車レース・サイクリングをテーマにした市民参加型のファッションショー。

⑤自転車健康教室

健康・美脚になるサイクリング法など、自転車がもたらす体に良い様々な効果
を紹介。

①おもしろ自転車レース

サイクルファミリーパークのおもしろ自転車を利用した、子どもから

 大人まで楽しめる自由参加型のレース。



埼玉県上尾市
スマート・サイクル☆フェスタ

ブリヂストンサイクルの本
 

社がある上尾市では、

産・学・官と市民団体が自転
 

車を生かしたまちづくりとし
 

て、自転車イベントを開催。



“久留米自転車の日”コラボイベント

「ツール・ド・久留米」開催日を“自転車の日”と設定。

「草野まちかど博物館」「くるめ街かど音楽祭」

他のイベントとのコラボレーションを提案。



“久留米自転車の日”コラボイベント

「ツール・ド・久留米」開催日を“自転車の日”と設定。

くるめ街かど
音楽祭

ツール・ド・久留米

草野まちかど
博物館

同日開催のコラボレーションイベントにより

・相互ＰＲによる参加者の増加

・自転車活用による市内の

回遊性の向上

イメージ図

複数のコンサート会場や店舗、施設をめぐる

「くるめ街かど音楽祭」

「草野まちかど博物館」
自転車移動が最適



2つ目の提案事業
 

：

②通年型事業
 

「春夏秋冬
 

くるめチャリ旅」の実施

事業の目的
久留米の自然や歴史、文化、グルメ、季節イベント等を自転

 車で巡る「チャリ旅マップ」を作成し、四季折々の久留米の魅力
 をPR。

モデルコースを設定し、楽しみながら気軽に移動できる自転
 車の魅力を伝え、市内の回遊性を高める。

自転車マップ掲載内容

・サイクリングモデルコース
 

・レンタサイクル拠点
・自転車店（修理など）

 
・お土産品店（地場産商品など）

・グルメ（美味しい店）

 
・イベントカレンダー

・名所（花、神社仏閣、史跡、文化施設、レジャー施設など）

・休憩ポイント（無料休憩所、コンビニ、公園など）
＊競輪・サイクルファミリーパーク等のイベント、市内各地の祭り・イベントなど



応募型付随企画

①サイクリングスタンプラリー

チャリ旅マップ上のチェックポイントで、スタンプを集めて応
 募すると、久留米の魅力グッズを抽選でプレゼント

②チャリ旅
 

俳句・写真募集

自転車の旅や久留米の街の魅力
 をテーマにした俳句及び写真を募集
 し、応募作品の中から優秀作品には
 久留米の魅力グッズをプレゼント。

優秀作品は市内の施設やイベント
 会場で展示するほか、ホームページ
 等でも紹介する。



モデルコース（案）

①つつじとバラとグルメめぐり
 

〈春〉

百年公園サイクリングセンター

 

⇒

 

つつじまつり

 

⇒

 

五穀神社

 

⇒

 

大砲ラーメン本店

 

⇒

 バラフェア

 

⇒

 

銀のすぷーん

 

⇒

 

百年公園サイクリングセンター

②旬の巨峰狩りとアスレチックを満喫
 

〈夏〉

ＪＲ田主丸駅

 

⇒

 

石垣山観音寺

 

⇒

 

トリムパーク

 

⇒

 

巨峰ワイン

 

⇒

 

巨峰狩り

 

⇒

 樹蘭

 

⇒

 

ＪＲ田主丸駅

③初秋の善導寺界隈と北野コスモス街道をゆく
 

〈秋〉

ふれあい農業公園

 

⇒

 

善導寺

 

⇒

 

大城橋

 

⇒

 

北野天満宮

 

⇒

 

庭の鶯酒

 

⇒

 コスモス街道

 

⇒

 

宮の陣 ⇒

 

百年公園サイクリングセンター

④ツバキ鑑賞と草野の町並みめぐり
 

〈冬～春〉

山辺道文化会館

 

⇒

 

久留米市世界のつばき館

 

⇒

 

矢作町並み散策

 

⇒
久留米つばき園

 

⇒

 

食事処なかの

 

⇒

 

草野歴史資料館

 

⇒

 

須佐能袁神社

 

⇒
草野町並み保存地区散策

 

⇒

 

ギャラリー山帰来

 

⇒

 

山辺道文化会館



「自転車の街づくり実行委員会
又は事務局(仮)」

関係団体等

・イベントの参加者募集、実施

・ルート、マップ作成など

市民
行政

・イベントの運営補助等

・ボランティア

・事業への予算補助

・施設・会場の提供、行政手続き

・イベント間の調整、

プロモーション活動等

イメージ図

取組を進める上での役割分担



期待される効果

②「自転車の街・久留米」が定着。知名度と高感度の向上

③名所、イベント間の回遊性の向上。新たな名所・宝の発掘

⑤市民の健康意識の向上

⑥市内自転車関連事業の活性化

⑦地場産業とのコラボレーション
(自転車

 
×

 
ゴム・靴メーカー、絣・繊維産業など）

⑧競輪事業の理解促進
 

→
 

競輪事業の収益向上

⇒「自転車の街」づくりの設備投資や事業充実のための財源へ

④グルメ情報の充実

①全国からの集客が期待できるコンベンション



“自転車の街・久留米”に向けた課題

①サイクリングロード及び駐輪場等のインフラ整備

②レンタサイクルの利便性向上

③他の交通機関との連携
・「レール＆サイクル」「バス＆サイクル」「パーク(自家用車）＆サイクル」等、
レンタサイクル拠点までの交通手段の提案

④市内自転車店との連携
・自転車店を“街のチャリステーション”に

休憩所、カフェ機能も

⑤久留米競輪との連携
・久留米競輪場を多世代が楽しめるレジャー施設に

→サイクルファミリーパークとの連携強化

⑥市民ボランティアの育成（マップ作り、イベント補助など）

⑦自転車愛好家が集う交流の場づくり

・レンタサイクル拠点の増加。拠点間は乗り捨て可能に
・自転車保有台数増加と車種の充実(電動自転車など）



久留米にはいろんな魅力が溢れている

「自転車の街・久留米」が

久留米の魅力を表す新機軸となり

「日本一住みやすい街」

となることを期待



ご清聴ありがとうございました。



市民参画による市民参画による  
まちの魅力発信の仕組みまちの魅力発信の仕組み

～主役は「市民記者」

まちの話題づくりの仕掛け～

提案グループ：

 
「(仮称)マーガレット」

メンバー：

 
矢次恵美子、木本洋輔、

半田啓祐、中園健太、秋山太



情報発信の今は・・？？

① 市役所→市民・市外在住者など一方向

② 市民が持っている情報を生かしていない

③ 行政が行う発信には制約がある

④ 効果的なツールは、日々流動的



市民が持つ力を効果的に

• 「力」＝鮮度の良い情報

• 「効果的」＝何を使って、どう継続していくか

↓

これまでの情報発信に加えて

新しい手法を提案

キーワード



WEB環境を活用した  
市民主体の情報発信の場づくり

• フェイスブックを活用

• 「市民記者」が主役

• ページの運営を関係
 団体へ委託

• 市民・関係団体・行政
 で「検討組織」を設立
 し、効果的に運営

提案事業

↓
詳
し
く
は
配
布
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い



広報・情報発信がこうなる！！

新
し
い
仕
組
み
が
加
わ
り
、

 

全
体
が
よ
り
強
力
に
！



ここがポイント！！
①簡単に登録！「市民記者」

→FBページに「いいね！」を押すだけ

② ページの運営を専門団体に！

→観光・グルメ・音楽・歴史など、ジャンル

ごとに立ち上げたFBページの運営は、

そのジャンルに精通した団体に委託。

③ 「広告代理店」的な組織を設立

→検討組織で、効率的な仕組みをキープ



こうなると、よりいいね!
◎市民一人ひとりが旬な情報を発信◎

↓

◎「ここで久留米が分かる」と思われる◎

↓

◎まちで盛り上がりが生まれる◎

↓

◎「次は自分が！！」発信したくなる！！◎



その結果・・・・
 

こんなものが  
できてくるかも！HAPPYHAPPY！！  
KURUMEKURUME！！！！



平成２６年１０月１１日

大塚

 
美樹

 
（リーダー）

京野

 
利勇

 
（サブリーダー）

廣岡

 
睦

野村

 
真弓

山浦

 
芳樹

メンバー

～多様な主体が魅力を発信する～

市民参画による久留米市の

魅力発信の仕組みづくり



現状・問題点

◇
 

若者は様々な情報ツールを使いこなし
 ているが、そもそも久留米市に愛着が

 薄いので、久留米の情報を外に発信し
 ようと思わない。

◇
 

多くの知識を持っていて、情報を発信
 したいと思っている人は多いが、様々
 なツールが多すぎて着いて行けない。



提案分野

◇
 

発信力の強い若者が、“市” に興味を

持つ仕掛けづくり

◇
 

機械に不慣れな人も情報発信でき
 る仕組みづくり



達成を目指す姿

身近にアクセスできる久留米市

誰もがまちの魅力を発信できる場に、



提案する取り組み

久留米の魅力に
 

「気づく・共に伝える」



取り組み内容

≪Step１≫
 

若者の興味心向上に向けた取組み

≪Step２≫
 

オール市民による情報発信の取組み

３事業の提案

４事業の提案



≪Step１≫若者の興味心向上にむけた取組み①

◇学校・民間施設に広報紙、ＰＲポスターを設置

http://www.cnn.co.jp/photo/l/502808.htm


≪Step１≫若者の興味心向上にむけた取組み①

◇学園祭への積極的な参加



≪Step１≫若者の興味心向上にむけた取組み②

◇教育向け体験交流型研修メニューの造成

◇地場企業インターンシッププログラムの造成



≪Step１≫若者の興味心向上にむけた取組み②

◇教育向け体験交流型研修メニューの造成

※プログラムは、久留米まち旅博覧会より抜粋



≪Step１≫若者の興味心向上にむけた取組み②

◇地場企業インターンシッププログラムの造成

②賛同

①呼掛け

③企業紹介

④プログ
ラム造成

⑤情報
提供

⑥申込

商工団体

コンソーシアム

⑦マッチング企業 学生



≪Step１≫若者の興味心向上に向けた取組み③

◇地域行事の安定的運営のための人材支援登録
サイト「お祭りBANK」創設
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

▲▲花火

日

９
　
　
月

○○祭り

○○フェスタ××大会

▲▲大会

▲▲まつり

■■踊り

■■祭

水 木 金 土月 火

選択！



≪Step２≫オール市民による情報発信の取組み①

◇地域活動サポートセンター「みんくる」を情報
発信拠点として活用



≪Step２≫オール市民による情報発信の取組み②

◇学生による『久留米ガイドブック』の制作発行

市内５高等教育機関

学生による実行委員会結成

企画

取材

編集

ガイドブック発行（年1回）

※現行の定住促進パンフレット



≪Step２≫オール市民による情報発信の取組み③

◇『広報くるめ』に市民企画ページを創設



≪Step２≫オール市民による情報発信の取組み④

◇情報発信大使による旬な久留米の魅力発信



結びに



お礼

ご清聴ありがとうご清聴ありがとう  
ございました。ございました。
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